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ＪＡ都市農村交流全国協議会 会報誌について 

会報誌「クロス・カントリー」の発行も第３号となりました。 

今回は、2月 20日に東京大手町・ＪＡビルにて開催しました「情報・意見交換集会」の特集号

にさせていただきます。当日ご出席いただけなかった皆さまにも共有いただき、ご出席いただいた

皆さまには振り返りにご活用頂ければ幸いです。 

 

ＪＡ都市農村交流全国協議会事務局 

 

 

～～会報誌の主な構成～～ 

≪協議会活動≫  Ｐ３－１２ 

本協議会会員の取り組み事例をご紹介するコーナーです。 

今回は、「情報・意見交換集会」の特集です。 

 

≪ＪＡ交流事業≫  Ｐ１３ 

 ２月に発行しました「ＪＡ交流事業モデルＪＡプロジェクト実践事例集」を紹介し

ています。 

 

≪研修会のご案内≫  Ｐ１４ 

 基礎研修会ⅡおよびⅢの開催案内についてご案内。 

 

≪お知らせ≫  Ｐ１４ 

 集客対策の新たな手法としてＷＥＢサイト「ＪＯＩＮｔｌｙ ＧＲＥＥＮ」（ジョイ

ントリー グリーン）をご紹介。 
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ＪＡ都市農村交流における各々の役

割を越えた会員間の情報交換ならびに

相互交流を目的とし、「情報・意見交換

集会」を下記のとおり開催しました。 

今年度は、新たな試みとして「パネ

ルディスカッション」もプログラムに

加え、ＪＡ都市農村交流の展望につい

て、４名の実践者の方々にご討議いた

だきました。 

 

□開催期日：平成２６年２月２０日（木）   

 

□開催場所 

ＪＡビル４階（東京都 大手町）  

４０１会議室、農業・農村ギャラリー

ｍｉｎｏｌｅ［ミノ―レ］  

    

□参加者数：計６５名  

（ＪＡ２０名、中央会８名、全国機関

他２８名）  

 

 

 

主催者挨拶 

ＪＡ都市農村交流全国協議会  

会長 林 茂壽 

 

 

本協議会が、「ＪＡくらしの活動」と

相埃ってＪＡの組織の基盤の拡充につ

ながる、「ＪＡ交流事業」の取組みと連

動し、5 年後、10 年後のあるべき姿や

具体的な取組み方策等についての方向

性を定め、ＪＡグループが一体となっ

て取り組んでいけるよう、本協議会会

員とともにすすめていくことを、参加

者へ向けて、発信いただきました。 

 

協議会活動報告 

ＪＡ全中 くらしの活動推進部  

次長 香取 富夫 

 

≪協議会活動≫   

情報・意見交換集会 
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本協議会の平成 25年度活動報告を行

いました。  

研修体系を見直し実施した「基礎研

修会Ⅱ・Ⅲ」、会報誌の発行、ＷＥＢサ

イト「ＪＯＩＮｔｌｙＧＲＥＥＮ」を  

活用した取組みなどを報告しました。  

 

 

ＪＡ実践事例発表 

＜テーマ＞ 

「ＪＡくらしの活動に連携した地域内

での交流～地域の『ど真ん中』をめざ

したＪＡづくり～」 

 

＜発表者＞ 

ＪＡ新ふくしま  

北福島地区本部長兼北信支店長 

菅野 房子 氏 

 

「明るく、楽しく、元気よく」「みん

な、貴方の笑顔が大好きです」が、当

ＪＡの仕事の基本姿勢。本年度は「本

気力」を掲げ、何事にも全力で行動す

る本気と、失敗しても諦めない気力を

もって日々の仕事に取り組んでいる。 

 当ＪＡの「くらしの活動」は、平成

１４年度から教育文化活動として各部

門が独自に活動を続けてきた。そこで

協同活動として統一的に進めるため

「教育文化活動研究会」を発足させ、

活動の方向性を議論。「教育文化活動に

よる組織事業運営の活性化と地域貢献」

を基本活動とし、『地域のど真ん中にあ

るＪＡを目指して』のスローガンを決

定した。全職員に活動を広げるため、

２０年度より「教育文化活動研修会」

を実施。２２年度からは女性部支部長

も参加し幅を広げ、活動の必要性を認

識し実践の足掛かりとしている。各部

署で行われている全ての活動をまとめ、

教育文化活動体系図を作成し総代会資

料にも明記し、組合員に理解してもら

っている。 

教育文化活動の企画立案・実施は、

この１月まで組織広報課が担当してい

た。その業務は組合員組織・教育、生

活指導事業、広報活動と多様だが、担

当課長としてアイデアをプランに変え

る役割を念頭に取り組んできた。スタ

ッフには総代会資料、３か年計画を熟

読してもらう。組合員と約束した事業

計画を理解し、企画・確認し実行する。

組合員の声を聞きＪＡとして何ができ

るのかすべきなのかをイメージできな

ければならない。 

具体的な実践として、１５年に女性

を対象とした果樹指導会の立ち上げか

ら始まった女性大学の活動がある。２

２年度からは准組合員加入を条件に組

合員メリットに着手。女性部会員には

会費を若干安くした。本年度からは男

性の体験コースも新設した。大学院的

に研究会を立ち上げ起業家になるグル

ープの育成もしている。 
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地域交流を狙いにしたクッキングフ

ェスタは、市政だよりで幅広く広報し

てもらい３日で定員オーバーとなる人

気の活動で、女性部のキャリアを活か

した事業の提案と食と農のＰＲを行っ

ている。 

高齢者福祉活動は、女性部の活動が

ディサービスセンターなどのＪＡ事業

に反映されたが、ボランティア活動は

次第に衰退してきた。一方で、学校教

育支援が盛んとなる中、今ある組織を

活かして食育に力を入れていくことと、

高齢者福祉活動部会の活性化の契機と

するため、地域の寺子屋を企画した。

まず１方部から、部会員を講師に地域

の伝統食や伝統行事を２０名の親子に

伝えることを始めた。以降全方部に広

まり、昨年は８ヶ所で計１８０名が参

加している。 

准組合員へのＪＡからの提案として、

健康寿命１００歳プロジェクトを活用

したウォーキング大会を企画。（地産地

消の料理を）食し、（農業やＪＡの事業

を）知り、親睦を深めてもらいＪＡを

身近に感じてもらった。最初は本店企

画で実施後、現在は各地区本部で特色

ある企画を実施している。 

「准組合員の集い」を７地区で開催

するにあたり、くらしのコーディネー

ター研修会も実施。企画をたてるプロ

デューサーの役割や地域をまとめるデ

ィレクターの仕事を学んだ。准組合員

数と正組合員数と逆転している今、准

組合員はメンバーシップの重要な一員

であり、ＪＡ事業の維持・拡大は避け

て通れない。例えば飯坂地区本部では

桃の箱詰め体験と飯坂温泉入浴など７

地区独自の准組合員の集いが企画され、

２４年度合計で２６７名が参加する事

業となり、ＪＡ事業を地域内にアピー

ルすることができた。組合員加入にい

かに繋げるか、全職員の取組み意義の

理解、支出の増大等の課題はあるが、

様々な活動が提案できる担当職員を育

成するとともに支店長の技量を上げて

いくことが重要である。誰のために何

故やっているかをキチンと確認するこ

とが、この事業のポイントなってくる。 

直売所での来店者との交流も、もち

つきや団子さし、ちまき作り、地域の

ふれあいまつり等を開催。出向かなく

ても来てくれるお客様をいかに大事に

できるかを追求している。「交流の中で

の小さな呟きを聞き逃さない」が私の

モットー。自分達が企画・実施したも

のに付加価値をつけるのが仕事。だか

ら聞き上手にならなければならない。 

震災直後「女性部のみんなでどこか

へいきたい」と言われた。余震が続く

中で迷ったが、通常では味わえない女

性部の絆を確認し、交流することで自

己研鑽できるよう心がけ、千葉県のＪ

Ａ長生で現地の女性部に教わりながら

伝統食「太巻き祭寿司」作りを体験し

た。翌年はこの研修で学んだ寿司を女

性部員が講師となり、管内３１ヶ所延

べ４５０人へ食育活動として広めた。

復興支援に来てくれた他県女性部とお

礼の会を開き、福島からも元気を発信

しようと視察研修を積極的に受け入れ

た。 

都市農村交流は、都市と農村を繋げ
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るだけでなく、地域と食と農を繋げる

事業。その実践に職員は“人手”から

“人材”に成長していかなければなら

ない。組合員の思い、利用者の思い、

ＪＡの思いを結びつけるのが仕事。マ

ンネリ化することなく毎年見直しアレ

ンジすることが大事。協同組合の本質

である人と人の結びつきをより強固な

ものとして、人々が支え合うことを願

い、総合事業を活かした農業と生活を

考えたライフプランを、ＪＡ役職員が

ＪＡにしかないメリットとして考え、

ＪＡ綱領を軸においた活動を実践しな

ければならない。組合員や地域の人々

が幸せになる、地域のど真ん中にある

ＪＡの実現に向け、頑張っていきたい。 

 

 

＜参加者アンケートより抜粋＞ 

○当ＪＡは、都市農村交流事業等に

ついて全て本所でやっているので、そ

れを支店に落とす方法について参考と

なった。  

 ○新人ですが、今後どのように組合

員の皆さんと接したら良いか、自分で

考え行動することが大切なのだという

ことを学びました。とても勉強になり

ました。  

 ○取組みへの本気度がうかがわれた。

事業に役に立つ取り組みではないと考

える向きもあるだろうが、ＪＡにとっ

て必要なのだという信念を持って行っ

ているものであることを理解した。  

 ○一番身近にいるＪＡファンである

准組合員について、あらためて対応を

考えさせられました。  

記念講演 

＜テーマ＞ 

東京ディズニーリゾート  

サービスの基本理念 

＜講師＞ 

株式会社オリエンタルランド  

営業本部営業一部長  

松本 浩一氏 

 

 
東京ディズニーリゾートで働く全従

業員が理解し、実践している「東京デ

ィズニーリゾート サービスの基本理

念」を基に、ＪＡ事業・活動の参考  

となる視点でご講演 いただきました。 

 

 
 

＜参加者アンケートより抜粋＞ 

○他業種の事例を知り、ＪＡ事業に

も有効活用できる事が多々あり、参考

になりました。  

 ○人として最も大切なこと、思いや
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りをもった行動のできる人材育成をし

ていること、楽しみながら学ぶという

ことの大切さを実感した。大変勉強に

なりました。  

 ○当組合も「幸福をお届する」とい

うスローガンで事業展開をしていくこ

ととしています。講演内容をＯＪＴに

活用させていただきます。  

 ○私たちは今プロジェクトとして目

指すものを探していましたが、今日の

講演を聞いてハピネスがぴったりだと

思いました。これからみんなで意見を

出し合う中で、最終目標がハピネスだ

と活動ができるのではないかと思いま

す。そして１０年後にはＪＡからハピ

ネスをもらった人が次世代のＪＡ職員

になってくれたらと思います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッション 

＜テーマ＞ 

ＪＡ都市農村交流から広がる 

新たなＪＡ交流事業 

 

＜パネリスト＞ 

ＪＡ岩手県女性組織協議会 

会長 熊谷富民子 氏 

 

全国農協青年組織協議会 

理事 天笠 淳家 氏 

 

ＪＡセレサ川崎 

常務理事 梶 稔 氏 

 

ＪＡ全中 くらしの活動推進部 

次長 兼高齢者対策課課長 

今井 準幸 氏 

 

＜コーディネーター＞ 

ＪＡ全中 

常務理事 伊藤 澄一 氏 
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目指すもの 

「ＪＡ交流事業は横軸連携」 

伊藤常務 

 

 

第２６回ＪＡ全国大会で「ＪＡ交流

事業」が決議された。従来の「都市農

村交流」は、東日本大震災後「ＪＡ交

流事業」にチェンジしつつある。ＪＡ

は地域を預かり多様な運動や事業を展

開している。その取り組みは、○○運

動・◎◎事業・△△活動・□□プロジ

ェクト等と便宜的に呼称されている。

これらはそれぞれ類似の他業態と競合

しているが、すべて協同組合運動をベ

ースに紐帯している点で異なる。だか

らこれらの総合メリットを出していく

ことに苦しみがあるし、やり甲斐もあ

る。ＪＡ交流事業の「事業」はプロジ

ェクトとも活動とも運動とも置き換え

ていいのではないか。 

「くらしの活動」は地域ごとで完結

しているが、ＪＡ交流事業は横軸連携

だと考えている。都市農村交流、ＪＡ

間姉妹提携、学校・病院等への食の提

供、体験農園の開設・運営、婚活を進

める交流、ファーマーズマーケット間

の農産物交流、ＪＡ本支店と管内の自

治体・消防等との防災協定、高齢者生

活支援など、すべて交流という言葉に

置き換え、地域が一番得意とするもの

で地域の元気を引き出していく。その

根底にあるのが「人・物・情報・思い」

の横軸連携である。 

交流事業は小さな事業をたくさん生

み出していく。東日本大震災を経て地

域内外の多様な組織・機関との有事を

想定した平時の備えの意識が高まって

いる。平時の人々の紐帯は同時に有事

に備えている。これを交流という場面

が応援することができるなら、地域を

もっと元気にしていくことができる。

そうした潮流を創り出すことが我々の

役割である。ＪＡ交流事業の取り組み

は、ＪＡの主力事業と伍して、むしろ

それらに付加価値を与えていく「事業」

であるとのメッセージを含んでいると

思う。 

 

取り組みの現状 

 

日頃の交流が絆へと発展 

熊谷 氏 
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東日本大震災に見舞われた時、女性

部には何もマニュアルはなかった。し

かし、常日頃の県役員段階での交流が

「絆」に発展していった。女性部は２

月に総会が終了し、３月は組織活動資

金がない状態だったが、県中央会へメ

ールで資金援助を要請したところすぐ

に送金してくれた。その資金をもとに

それぞれの地域でいける所へおにぎり

を届けた。県外女性部からのお見舞い

も私たちを勇気づけた。ちょうど女性

部設立６０周年のために用意していた

資金を、支援に充ててくれた所もあっ

た。ガソリンが枯渇して、被災地への

支援活動が難しくなった時には、青年

部や農家組合の皆さんが農機具用の軽

油を融通してくれた。みんなであらゆ

る臨機応変に体制をつくりながら支援

に取り組んだ。何よりも全国のみなさ

んに心を寄せていただいたことがうれ

しかった。 

 ＪＡは、食料支援、物資支援、人的

支援、義援金等に取り組み、管内組合

員から玄米も集めた。ＪＡが元気であ

れば組織は自然に動いていくと痛感し

た。 

 

婚活は次代を繋ぐテーマ 

天笠 氏 

 

２月中旬の大雪による被害で、地元

群馬県内では７割以上のハウスが倒壊。

消費税増税直前の影響もあり、復旧資

材の手当に困難を極めている。何とか

営農が再開できよう支援をお願いした

い。 

 全青協は４６都道府県で構成され６

万２千人の盟友がおり、農政運動を展

開する一方で食農活動を中心に地域の

交流にも力を入れている。北海道では

教師を対象に２泊３日ファームステイ

を実施し、食料生産の現状を理解して

もらっている。東京では地区の青年部

が、子供達による都市農業の絵の作品

展を開き、それをカレンダーにして各

小学校や行政に配布し、地域の多くの

人に都市農業を理解してもらっている。

栃木のＪＡの青年部はマルシェを展開

しながら消費者のニーズに合った野菜

等の販売方法を学んでいる。石川では

６次産業化にチャレンジしながら、地

域の多く消費者と交流し地域を盛り上

げている。福岡には、ご当地ヒーロー

を繰り広げながら地域住民を巻き込ん

で自分達の作ったスイートコーンをア

ピールする青年部もある。 

 婚活事業にも取り組み、地域に根ざ

す農業者が一人でも増え後継者が生ま

れ、農業の素晴らしさが継承できれば

いいと思っている。都市と農村がうま

く交流しながら安全安心な農産物をよ

り多くの人に食べてもらいたい。 
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直売所拠点に物と人の交流 

梶 氏 

 

東京と横浜に挟まれた地域をエリア

とし、５万８千名の組合員のうち、正

組合員は１割に過ぎないが、地域と共

生する都市農業とＪＡバンクを両輪に

事業展開している。地域振興へ協同活

動のリーダー育成を目指し２年度から

「組合員カレッジ」を開催。ＪＡや協

同組合の理念、地域の農業の現状等を

講義している。農地のない地域の児童

を招いた田植えや収穫体験等の食農教

育も行っている。 

 直売所「セレサモス」は２０年５月

にオープン。地域農業振興や農家のモ

チベーション向上などの“セレサモス

効果”は著しく、順調に売上げを伸ば

し今年度も７億円近くを見込んでいる。

セレサモスを拠点に、利用者の集いや

健康福祉活動等、くらしの活動も展開、

県内外とのＪＡとも交流も行っている。 

 ＪＡ京都やましろとの交流は、ＪＡ

都市農村交流会の研修会で両ＪＡの担

当職員がたまたま隣同士に座ったこと

から始まった。県外の特産物で集客に

繋げたいと思っていたところ、職員が

宇治茶を売りに来てくれ、年間数回程

度の対面販売として定着している。 

 物から人への交流にも発展した。セ

レサモスの利用者を対象に「宇治茶の

里と情（こころ）を訪ねる」旅を企画

し３２名が参加。京都では、茶の匠の

説明のもと茶摘みを体験し、女性部は

京の「おばんざい弁当」を作り歓迎し

てくれ、参加者から非常に喜ばれた。

今後も多様な取り組みで、この交流事

業をさらに発展させていきたい。 

 

健康寿命百歳ＰＴで接点 

今井次長 

 

健康寿命１００歳プロジェクト（以

下＝ＰＴ）の基本は、助けあいを軸と

した地域セーフティネット機能の発揮。

ＪＡグループの様々な事業や活動に横

軸を通して、組合員・地域住民に提供

していく活動で、「無理なく楽しく簡単

に取り組める活動から」をキャッチフ

レーズに、２２年から本格的に取り組

んでいる。健康寿命とは平均寿命はな

く自立している期間で、ＰＴでは介護

を要する期間を少なくし“ピンピンコ

ロリ”を目指す。 

 運動、食事、健診・介護・医療の３

つを組合せ、これまでＪＡグループが
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取り組んできた事業・活動に横軸を通

す。運動ではウォーキングを重点取組

事項と位置付け、食事では「５色弁当」

づくりや「乳和食」に取り組んでいる。

今年度から始めた乳和食は、みそ汁に

牛乳を入れる等、和食の減塩をめざす

運動として展開している。健診・介護・

医療分野では、８０歳まで２０本の歯

を残す「８０２０運動」など、これま

で女性組織や助けあい組織が取り組ん

できた活動を前面に打ち出している。

また、３人に２人は高齢者になる時代、

ＪＡグループの全職員の「認知症サポ

ーター」の取得を目指す。 

 こうした取り組みが、組合員・地域

住民との接点づくりや居場所づくりと

しての効果も期待できる。 

 

こだわりの取り組み ※以後敬称略 

  
熊谷 食農教育活動に取り組んでい

たが、震災の時、小・中・高生が駆け

つけ、一緒に支援のおにぎりを作り本

当の意味で生きた勉強をした。 

 天笠 婚活は青年部の一大テーマ。

女性への紳士的な接し方の面もＪＡ職

員に少し育ててもらわなくては（笑）。 

 梶 まず、一歩を踏み出すことが大

事。ＪＡの新入職員は毎年、青壮年部

役員の圃場に手伝いにいく。そこから

年度末の交流会などに発展している。

“次代へつなぐ”ことを考えれば婚活

は重要。 

 今井 ウオーキング大会でもＪＡら

しさに結びつけていくことが大事。Ｊ

Ａとの接点までの距離をいかに縮めて

いくかを考え実施する。１００歳ＰＴ

は高齢者に限った活動ではない。親子

が、孫が一緒に歩くことで交流が具現

化できる。 

 

課題と展望 

 

天笠 テーブルマナーなど紳士的対

応を一生懸命勉強して、婚活事業で１

年後片手くらいのカップル誕生を期待

したい。県事務局と、都市部の女性の

農作業体験ツアーなども検討している。 

熊谷 青年部が頑張るとフレッシュ

ミズも増えるのではないかと期待して

いる。フレッシュへの加入が課題。未

婚者やＪＡ職員も含めて声かけしてい

る。 

伊藤 婚活はＪＡ交流事業の大事な

テーマとして考えていきたい。 

梶 セレサモスで地域が活性化でき

たことで、後継者も徐々に増えつつあ

る。２号店を企画し軌道にのせたい。

農を前面に出して市民に訴えることが、

好循環を生みＪＡ事業に反映してくる

と思っている。交流は何らのきっかけ

で発展していくもの。出会いを大事に

うまく事業に取り込み、ＪＡ職員同士

の交流など新たな発展を見つけていき

たい。 

今井 行政とタッグを組んだウォー
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キング大会に取り組むＪＡもある。行

政と組んで１００歳ＰＴの各地での運

動をどれだけできるかが、地域コミュ

ニティの維持につながると確信してい

る。ウォーキングでＪＡ間交流も一つ

の方法だ。 

梶 ウォーキング大会は２５年度か

ら１１統括地区それぞれで企画し、ま

ず自分の足元から地域をもう一度知っ

てもらうことにした。 

天笠 地域を理解し支え、活性化し

ていけるのはＪＡ。ＪＡに元気になっ

て欲しい。青年部ももっともっと元気

になる。 

熊谷 ＪＡセレサ川崎とＪＡ栗っこ、

ＪＡ栗っことＪＡえひめ南、ＪＡえひ

め南とＪＡいわて中央が交流しており、

みんなつながっている。ここでセレサ

の常務と私が出会ったことで新たな交

流ができるかもしれない。横の関係を

持ちながら物だけでなく、人の交流も

できれば本当にいい。 

伊藤 ＪＡいわて花巻の沿岸部が津

波で被害を受けたとき姉妹ＪＡとして

１０ｔトラックを最初に向けたのがＪ

Ａ紀の里。この有事の際の助けあいが

「ＪＡ交流事業」の考え方のモデルに

なっている。これは平時の助けあいが

ベースとなっている。 

 

情報交換会  

 

農業・農村ギャラリー・ミノ―レに

て、地域を越えた様々な情報の交流が

行われました。  

 

 
 

 

＜参加者アンケートより抜粋＞ 

○今までなかったパネルディスカッ

ションで、いろんな方の事業取組みが

紹介されて、参考になりました。  

○異なる立場の方々の共通の「思い」

を具体的な次の活動へのヒント・アイ

デアに結び付ける「気づき」を得られ

たのではないかと思います。  

 ○全国各地の話を聞くことができ、

良い経験になった。  

 ○各部門の最先端でご活躍されてい

るお話を聴講して大変参考になった。

これらの実践は、狭義より広義の展開

になって、初めてＪＡグループの大き

な力になると考えるか。現状、狭義で

隣のＪＡ間交流すら総じてできていな

い無力さを感じる。  
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本協議会員へ冊子を配布！ 

 『ＪＡ交流事業』のモデル地域づく

りを図ることを目的として、ＪＡくら

しの活動に積極的に取り組んでいる、

もしくは、取り組もうとしているＪＡ

を地域・地帯、ＪＡの特性等さまざま

な角度から検討し、本協議会会員団体

の中から５つのＪＡをモデルＪＡとし

て選定しました。 

 その後、平成 24年 10月に開催した

第 26回ＪＡ全国大会において大会のテ

ーマである『次代へつなぐ協同』の実

践に向けた３つの戦略のひとつとして

ＪＡにおける『地域くらし戦略』の策

定・実践が決議され、その実践事項と

して『ＪＡ交流事業』の展開が位置付

けられました。 

 当事例集は、「ＪＡ交流事業」の多

様な取組みの中から５モデルＪＡの実

践事例をまとめています。これから「Ｊ

Ａ交流事業」に取り組もうとするＪＡ

や関係機関にご活用頂ける実践事例集

です。 

また、２月には会員および全中央会

へ本冊子を配布しました。 

 

冊子の販売について 

◆冊子名 

「ＪＡ交流事業モデル 

ＪＡプロジェクト実践事例集」  

 

◆販売開始 

平成 26年 3月 3日（月）より  

 

◆販売価格：消費税・送料込  

①本会員 1,000円  ②一般 2,000円  

＊但し、一般購入の場合は、送料実費

を申し受けます。 

 

◆申込方法  

ＦＡＸまたはメールにて、ＪＡ全中く

らしの活動推進部 食農・ くらしの対

策課宛てにお申し込みください。  

＊なお、在庫が無くなり次第、販売を

終了させていただきますのでご了承く

ださい。  

 事務局では、引き続きＪＡや他企業

の取組みも調査しておりますので、婚

活イベントに関して、お気軽にお問い

合わせください。 

（事務局：石井/ＪＡ全中くらしの対策課 

TEL 03－6665－6244） 

 

 

≪ＪＡ交流事業≫ 
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平成 26 年度も本協議会は、基礎研修

会Ⅱ（情報発信）および基礎研修会Ⅲ

（外部連携）については、平成 25 年度

同様に開催します。詳細は 4 月に開催

案内を送付いたしますので、是非とも

ご参加ください。 

 

 

 

 

ＷＥＢを活用した新たな手法 

都市と農村の交流をはじめ、様々な

交流がありますが、不特定多数の地域

内外の住民の方々の参加を募る企画も

多数あると思います。例えば、ＪＡま

つりや農業体験、料理教室、さらには

直売所イベント、観光農園など情報の

拡散による集客強化は重要な要素と言

えます。 

このたび、集客対策の新たな手法と

してＷＥＢサイト「ＪＯＩＮｔｌｙ 

ＧＲＥＥＮ」（ジョイントリーグリーン）

をご紹介させていただきます。 

http://green.jointly.hyakuren.org/ 

 

無料で手軽に利用できるシステム 

当サイトは、イベント主催者がいつ

でも手軽にイベント情報をＷＥＢサイ

トへ登録し掲載できるシステムです。

ネットで情報を得る次世代への情報発

信としても有効な手段が、無料でご利

用いただけます。 

 

業務軽減にもお役立ち 

また、有料サービスとなりますが、

「受付代行」の機能があります。この

機能は、掲載したイベント情報のペー

ジから参加受付を出来るものです。Ｗ

ＥＢでの受付業務のイベント主催者の

メリットとしては、従来電話での受付

と比較をすると、１）電話対応時間の

軽減 ２）予約受付可能人員設定がシ

ステム管理のため、予約超過の防止  

３）受付データが電子データ管理のた

め、名簿作成の業務が軽減 など業務

効率化・軽減につながります。 

 

本協議会会員特典 

 当システムの活用にあたっては、本

協議会の会員特典も設けさせていただ

きますので、是非とも有効にご活用く

ださい。 

 

 

 

≪お知らせ≫ 

新たな情報発信の手法 

≪研修会のご案内≫ 

基礎研修会ⅡおよびⅢの開催 
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ＪＡ都市農村交流全国協議会 事務局 （ＪＡ全中 食農・くらしの対策課） 

  

ＨＰ ：http://ja-koryu.com/   ＴＥＬ03（6665）6240（代）  

担当：石井・香取 

＊掲載内容に関するご意見・ご質問など、お気軽にお問い合わせ下さい。 

http://ja-koryu.com/

